


















「Proteins from the Cradle to the Grave」が開催されたことであろう。比叡
山延暦寺を会場として、2018 年 8月 26 日～29 日の４日間にわたって開かれた。
海外からの招聘演者 14 名を含め、参加者 177 名という大きな、かつ活発なシン
ポジウムになったのはうれしいことだった。Nature および Nature Structural 
and Molecular Biology (NSMB)の国際学術誌の編集者２名も海外から参加し、
特に NSMB 誌においては、大きな写真（本年報 ページに再録）とともに、“Life 
of proteins: from nascent chain to degradation”と題して詳細な報告がなさ
れ、この会議の国際的なインパクトを示すものとなった（Vol. 25, 996-999, 
2018）。 
 数名の国内外の研究者による報告であったが、気の利いた章題からなってい
いるので、順に拾ってみると“Exciting science, traditional Japanese 
vegetarian food and vibrant discussions on tatami mats”“Protein synthesis 
at high resolution”“Origami: how proteins are folded”“Translocation of 
newly synthesized proteins across membrane”“Poka-yoke: surveillance of 
protein biogenesis”“Hara-kiri: proteasomal degradation and autophagy”










                    
 
